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ASEAN University Network / 
South East Asia Engineering Development Network

アセアン工学系高等教育ネットワーク（AUN/SEED-Net）

プロジェクトの目標
日本とアセアン各国大学のネットワークを通じ、各国工学系高等教育機関の強化と
工学系の人材育成を行う。

主な活動

 １．日本・アセアン域内の留学を通じた各国大学の教員の資格向上

 ２．アセアン域内大学の大学院プログラムの改善（教育・研究能力）

 ３．日本・アセアン域内の大学間のネットワーク強化

対象国
アセアン10ヶ国、19大学
（タイ、マレーシア、フィリピン、インドネシア、シンガポール、
カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム、ブルネイ）

協力期間
準備期間 : 2001年4月～2003年3月
フェーズ1 : 2003年3月～2008年3月
フェーズ2 : 2008年3月～2013年3月
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アセアンと日本の大学によるネットワーク型協力

ASEAN10カ国：

 メンバー大学19校
日本：

 国内支援大学11校

ヤンゴン大学
ヤンゴン工科大学

チュラロンコン大学
モンクット王工科大学ラカバン
ブラパー大学

カンボジア工科大学

マレーシア科学大学
マラヤ大学

シンガポール国立大学
ナンヤン工科大学

ハノイ工科大学
ホーチミン工科大学

フィリピン大学
デラサール大学

• 北海道大学
• 慶応義塾大学
• 京都大学
• 九州大学
• 政策研究大学院大学
• 芝浦工業大学
• 東海大学
• 東京工業大学
• 豊橋技術科学大学
• 東京大学
• 早稲田大学

ラオス国立大学

バンドン工科大学
ガジャマダ大学

ブルネイ大学
ブルネイ工科大学

ASEAN各国の

 
工学系トップ大学

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SEED-Netに参加するASEAN各国の大学、これを「メンバー大学」と呼んでいます。メンバー大学は各国の教育省の推薦に基づき、標準で各国2大学づつ、合計で19大学が選ばれており、各国の工学系のトップ大学で構成されています。（注：大学数の少ないラオスとカンボジアは1大学づつ、SEED-Net事務局の所在するタイは特例で3大学が参加）



メンバー大学の中には、タイのモンクット王工科大学ラカバン校のように数十年来にわたり、JICAが支援をして同国工学系トップ大学になった大学や、チュラロンコン大学、フィリピン大学など過去の協力対象となった大学が含まれています。また、SEED-Netの協力枠組みの原型は、1990年代から10年にわたり実施され、高い評価を得た「インドネシア高等教育開発計画（HEDS)プロジェクト」であり、同案件の中心大学であったガジャマダ大学・バンドン工科大も含まれています。このようにSEED-NetはこれまでのJICAの協力案件を基盤にして、更なる発展を目指すネットワークであるとも言えます。



また、ラオス国立大学、ハノイ工科大学、ホーチミン工科大学、フィリピン大学、ガジャマダ大学では現在、工学部を対象とした二国間案件が実施されており、SEED-Netで育成・強化された人材が、それぞれのプロジェクトの課題への取組みに取り組んでおり、SEED-Netと相乗効果を持って実施されています。



メンバー大学の日本でのC/Pとなるのが「国内支援大学」であり、11大学により構成されています。国内支援大学は、文部科学省の推薦に基づく大学となっています。
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ASEAN各国の工学系トップ大学の教育・研究能力の強化
（プロジェクト目標）

ASEAN地域の社会・経済発展に必要な

工学系人材の持続的な輩出
（上位目標）

ASEAN地域の

持続的な経済・社会発展
（スーパーゴール）

SEED-Netの目指すもの

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず最初に、プロジェクトの目指すものについてご説明をします。



SEED-Netは、ASEAN各国の工学系のトップ大学の教育・研究能力の強化を目指しているプロジェクトです。



これを通じて、優秀で、各国の工学教育のリーダーとなる工学系人材を社会に輩出し、究極的には、ASEAN地域の持続的な経済・社会発展に寄与することを目指しています。
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プロジェクト基本枠組み：

「留学」+「共同研究」+「ネットワーク形成」

主に後発アセアン諸国

先発アセアン諸国

留学生の

 
研究参加

域内修士・博士

 留学プログラム

共同研究

 プログラム

学生共同指導

研究指導

教
員
の
留
学

研
究
参
加

連
携
・促

進

大学間ネットワーク

メンバー大学

ホスト大学

メンバー大学

送り出し大学

日本

国内支援大学

参加活用

地域別会議（分野別）
本邦教員派遣
短期本邦研究
短期域内訪問
留学促進活動

ネットワーク形成・拡充

各国メンバー大学の教員

 
（もしくは教員になる人材）

 
を対象とし、学位取得後に

 
各大学で教育・研究活動

 
に従事することを狙う。

本邦博士留学

本邦博士留学

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、具体的にSEED-Netがどのような枠組みになっているかご説明します。SEED-Netは、「留学」と、「共同研究」という二つの主要コンポーネントにより構成され、これに「ネットワーク形成」に係る様々な活動が有機的に組み合わされています。

関係する主要アクターは、メンバー大学のうち、先進ASEANの大学である「ホスト大学」、主に後発ASEANである「送り出し大学」、そして、サポートを行う「国内支援大学」の3者となっています。



「留学」については、修士・博士号取得を通じたメンバー大学の教員の能力向上を行うものであり、これは、主に後発ASEANの送り出し大学から、先発ASEANのホスト大学へ「域内留学」と、メンバー大学から国内支援大学への本邦博士留学により実施されます。



もう一つの主要コンポーネントは、「共同研究」です。共同研究は、ホスト大学において、国内支援大学の支援を受けつつ行われ、これに域内留学生が参加する形で実施されます。つまり、研究のための研究ではなく、ホスト大学の大学院プログラムの強化と域内留学の質の向上を目的としたもの、と位置づけられます。



「留学」と「共同研究」に加え、大学間のネットワークを活性化させるために、メンバー大学と国内支援大学が参加して、共同研究の計画策定や結果発表を行う「分野別セミナー」や、共同研究に係る協議等を目的として、メンバー大学間やメンバー大学から国内支援大学への教員派遣制度などが、補完的なプログラムとして留学と共同研究と有機的な連携のもと実施されています。
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協力分野と各分野のハブ
9つの基幹工学分野を中心とした協力

各分野の核となる大学（ホスト大学）

 
を中心とした分野別体制

基幹分野 ホスト大学 国 調整大学

化学工学 デラサール大学

フィリピン

東大、東工大、早稲田大、京大

環境工学 フィリピン大学 東大、東工大、早稲田大、九大

製造工学 マラヤ大学

マレーシア

東工大、慶応大、東海大、京大

材料工学 マレーシア科学大学
東大、東工大、豊橋技科大、京大、

 
九大

土木工学 チュラロンコン大学

タイ

北大、東工大、芝浦工大、京大、

 
九大

電気電子工学 チュラロンコン大学
北大、東大、東工大、早稲田大、

 
九大

情報通信工学 モンクット王工科大学ラカバン
北大、東大、慶応大、東海大、

豊橋技科大

機械・航空工学 バンドン工科大学

インドネシア

北大、東大、東工大、慶応大、

豊橋技科大

地質・資源工学 ガジャマダ大学 北大、早稲田大、京大、九大

日本側は調整大学が中心となり支援

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際の協力にあたっては、工学分野と言っても非常に幅広いことから、9つの基幹工学分野に分けて、分野ごとに協力を行っています。



各分野での協力を行うにあたっては、中心となる機関が必要になることから、ハブとなる大学を各分野ごとに指定しています。ASEAN側からは、先発ASEANのメンバー大学である「ホスト大学」が、日本の国内支援大学からは、「幹事大学」が決定されています。



（なお、シンガポールについては、他のホスト大学とは異なり、日本の国内支援大学に近い位置づけとなっており、また受入分野も全分野となっています。）
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協力実績
 

フェーズ1全体

2003年3月～2008年3月

分類 プログラム名 活動規模

留学プログラム 合計 445 人

域内修士 311 人

サンドイッチ博士 66 人

本邦博士 56 人

シンガポール博士 12 人

ネットワーキング・共同研究

共同研究 168 件
機材供与 90機材

本邦教員派遣 385 人

短期客員研究/研修（本邦） 167 人

短期客員研究/研修（域内） 43 回

分野別セミナー 92 回/約 5500 人

留学促進活動 237 回

ネットワーク運営管理

事務局経費 総会、人件費、域内旅費等

事務局専門家 長期 2 人、短期往復型 2 人
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分類 プログラム名 各年度 活動規模

留学プログラム

域内修士 225 人

サンドイッチ博士 100 人

本邦博士 90 人

シンガポール博士 50 人

ネットワーキング・共同研究

共同研究 500 件

本邦教員派遣 450 人

短期客員研究 /研修（本邦） 135 人

短期客員研究 /研修（域内） 135 人

ホスト大学教員派遣

地域国際会議 /セミナー 70 回

地域学会 創設・運営 基幹 9 分野

学会誌 /e-ジャーナル発行 基幹 9 分野

同窓会活動（帰国後研究支援等） 400 人程度（漸増）

ネットワーク運営 管理

事務局経費 総会、人件費、域内旅費等

事務局専門家 長期 2 人、短期往復型 2 人

協力実績
 

フェーズ2（見込）

合計

 

465人

2008年3月～2013年3月

90 人
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協力実績
 

留学プログラム国別実績（2003年3月～2010年1月）

Japan Singapore Vietnam Laos Cambodia Myanmar

Junior ASEANSenior ASEAN

Malaysia Thailand Philippines Indonesia

92

92

22

42

64

70

24

4

94

9

39

13

147

7

186

17

24

152

88

74

14

30

21

9

94

75

19
22

94

72

22

172

101

71

54

98

26

16

69

91

42

618 scholarships
（Master: 408 PhD: 210）

Total
Master sending

PhD sending

Master hosting

PhD hosting
* S：サンドイッチ博士

(S)

(S)

(S)
(S)
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協力実績（適正技術の開発を目的とした共同研究例）

フィリピン大学（ホスト大学）、ベトナムから
のSEED-Net域内修士学生、東工大（国
内支援大学）の共同研究の成果

ペットボトル、籾殻、ヤシ・木屑等の廃棄
物を活用した汚水処理システム。

廃棄物のリサイクル、安価なコスト、耐久
性、シンプルな構造など、途上国の実情
にあった技術を開発。

廃棄物を利用した

汚水処理システムの開発

穴を開けた廃棄プラスチックに、熱処理した籾

 
殻等を入れる。

これを集積して汚水処理システムに。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SEED-NetがASEAN地域の社会・経済発展にどのようなインパクトを及ぼしうるか、現在、発現しつつある事例を2件ご紹介したいと思います。



一つ目は、共同研究により適正技術の開発が行われた事例です。



環境工学のホスト大学であるフィリピン大学、国内支援大学である東工大、ベトナムからの域内留学生が、廃棄物を利用した汚水処理システムを共同研究で開発しました。



この汚水処理システムは、廃棄物のリサイクル、安価なコスト、耐久性、シンプルな構造など、途上国の実情にあった適正技術であり、ADBやフィリピン国内の地方自治体等からも有用な技術として注目されています。
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協力実績（地域共通課題に対する共同研究例）

SEED-Netで形成されたガジャマダ

 大学（地質工学のホスト大学）と京

 大・九大のネットワークを活用し、地

 震危険度を示す地震ハザードマップ

 を共同研究で作成。

同地図により、地震再発時の行政の

 危機マネジメント計画、住民の避難教

 育、地域ごとの建築基準の作成等の

 効果的な地震対策が可能に。

ジャワ島中部地震

地震災害マップ作成

緑→黄→橙→赤の順に地震時の災害危険度が高くなる。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
共同研究の具体例として、共同研究により地域の緊急課題へ対応を行った事例として、「ジャワ島中部地震後の地震ハザードマップ作成」をご紹介します。



2005年5月に発生し、大きな被害を出したインドネシア・ジャワ島中部地震の後、SEED-Netの地質分野でのホスト大学であるガジャマダ大学が、国内支援大学である京都大学と九州大学とのネットワークを活用し、場所ごとの地震危険度を示す「地震ハザードマップ」を共同研究により作成しました。



このハザードマップにより、地震が再度発生した際の地方政府の危機マネジメント計画の作成、地震発生時の住民の避難教育、地域ごとの建築基準の作成など効果的な地震対策の作成が可能となります。このハザードマップは、ジョグジャカルタ州の州知事に提出・議論され、州・関係県の土地利用管理計画に反映される見込みであり、また、印刷されて関連地区の政府・コミュニティーに配布・説明されています。



この事例が示すように、SEED-Netは社会と隔絶したものではなく、SEED-Netで行われる共同研究や、形成されたネットワークを活用した活動などにより、ASEAN地域が抱える問題に実際に大きなインパクトを与えうることがお分かり頂けると思います。
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SEED-Netの成果

メンバー大学の若手教官の人材育成 （高位学位取得者910名）
メンバー大学工学部教員（高位学位取得者）の平均20%がSEED-Net卒業生

⇒メンバー大学の能力強化への大きなインパクト

各国工学分野のリーダー育成（各国トップ大学の成績トップ10%の能力強化）

AUN/SEED-Netの事業実施方法と実施体制の確立
⇒包括的・多様な活動を有機的に組合せた円滑な事業実施が可能に。

メンバー大学・国内支援大学等の高いコミットメント

各工学分野のホスト大学の国際大学院プログラムを創設・強化
⇒

 
地域の問題を解決する人材育成を、域内(+日本)で行える体制の形成

ASEAN域内大学間、本邦大学とのネットワーク形成・強化
⇒ 特に、ASEAN内の「横の繋がり」はこれまで殆どなし。

域内連携による人材育成と共通課題解決における有効性を認識。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、これらの活動を通じて、現行フェーズではどのような成果を挙げてきたかをご説明します。結論から申し上げれば、非常に大きな成果を挙げつつある、ということができます。



まず、第一に、修士・博士号取得によるメンバー大学教員の能力向上があげられます。フェーズ1での高位学位取得者、約440人という数字は、メンバー大学での高位学位取得者の11％を占めます。CLMV諸国ではこの数値は20％近くになる大学もあります。この”Critical Mass”はメンバー大学の能力強化に大きなインパクトを与えていと言えます。育成された人材は、各国トップ大学のうちでも成績優秀なトップ10％の非常に将来性のある人材であり、将来的に各国の工学分野のリーダーとなることが期待できます。



次に、　ASEAN域内の大学間、本邦大学とのネットワークが形成・強化が挙げられます。特にASEAN域内の大学間の「横の繋がり」は、本プロジェクト開始前までは皆無に等しく、本プロジェクトにより初めて形成されたものです。このネットワーク形成により、地域の共通課題に共同で取り組みや、技術・知見の共有の基盤が形成されたといえます。



さらに、ホスト大学の国際大学院プログラムが創設・強化されたことがあります。殆どのメンバー大学で、SEED-Netにより定期的に域内留学生が派遣されることとなったことから初めて国際大学院プログラムが設置されました。各工学分野のホスト大学で国際大学院プログラムが設置されたことにより、域内の問題解決に必要となる人材育成を、域内全体で行える体制の基盤が形成されたといえます。



最後に、10カ国19大学と対象とする広域案件であり、かつ活動的にも包括的な枠組みであるSEED-Netの事業実施方法と実施体制が確立したことが成果として挙げられます。開始当初、様々な活動を効果的に実施するための枠組み・実施プロセスの詳細が決定しておらず、関係者が共同で試行錯誤を行うことにより、現在では、円滑に事業を実施する体制・方法が確立されたという経緯があります。現在では、メンバー大学・国内支援大学からもSEED-Netは非常に高い評価を受け、これら関係者から高いコミットメントを得ています。
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SEED-Netを通じた

高位学位取得によるメンバー大学
工学部教員の能力向上（900名）

SEED-Net活動への参加と帰国留学生の影響による
メンバー大学工学部の教員全体の能力向上（4,500名）

SEED-Netにより教育・研究能力の向上した
メンバー大学からの優秀な工学系人材の輩出（100,000名）

SEED-Netの波及効果

各国・域内共通課題
の解決

各国・域内共通課題
の解決

各国・域内での工学系
高等教育の底上げ

各国・域内での工学系
高等教育の底上げ

各国での産業発展各国での産業発展
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アジア・アセアンにおける高等教育とSEED-Net

＜域内協力・ネットワークを通じた貢献＞
●域内における、質の保証を伴った健全
な高等教育及び頭脳循環の促進

●単位互換等を通じた教育・研究環境の
広がり、プログラムの多様化

●アジア・アセアン域内の産業発展及び
労働市場を念頭に置いた高度人材の
育成

●アジア・アセアンの対外的競争力強化
●域内共通課題（環境・防災等）解決に
向けた共同研究

●アジア・アセアン域内における相互信
頼関係の醸成、文化等に対する相互
理解の促進

＜アジア・アセアンの視点＞
●域内留学生数の伸び
●グローバル化に伴う教育への市場原理の
導入と教育サービスの質の担保の必要性

●人口5億人・GDP1兆ドルを超える
ASEAN経済圏

●歴史的・文化的共通点
●アセアン統合（2015年）

●東アジア共同体

＜日本の視点＞
●少子化も背景とする本邦大学の国際化と
優秀な留学生獲得のニーズ

●アジアとの連携による研究領域の広がり
●研究協力を通じた将来的なアジアでの
政治的・経済的プレゼンスの確保
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アセアン各国の工学系中核大学が育成され、日本のリーダーシップの下、

 強固な工学系人材のネットワークを構築

（まとめ）アセアン工学系高等教育ネットワークプロジェクト
 （AUN/SEED-Net）

ASEAN10カ国：
メンバー大学19校

日本：
国内支援大学11校

ヤンゴン大学
ヤンゴン工科大学

チュラロンコン大学
モンクット王工科大学ラカバン
ブラパー大学

カンボジア工科大学

マレーシア科学大学
マラヤ大学

シンガポール国立大学
ナンヤン工科大学

ハノイ工科大学
ホーチミン工科大学

フィリピン大学
デラサール大学

• 北海道大学
• 慶応義塾大学
• 京都大学
• 九州大学
• 政策研究大学院大学
• 芝浦工業大学
• 東海大学
• 東京工業大学
• 豊橋技術科学大学
• 東京大学
• 早稲田大学

ラオス国立大学

バンドン工科大学
ガジャマダ大学

ブルネイ大学
ブルネイ工科大学

ASEAN各国の

工学系トップ大学

ASEAN10カ国：
メンバー大学19校

日本：
国内支援大学11校

ヤンゴン大学
ヤンゴン工科大学

チュラロンコン大学
モンクット王工科大学ラカバン
ブラパー大学

カンボジア工科大学

マレーシア科学大学
マラヤ大学

シンガポール国立大学
ナンヤン工科大学

ハノイ工科大学
ホーチミン工科大学

フィリピン大学
デラサール大学

• 北海道大学
• 慶応義塾大学
• 京都大学
• 九州大学
• 政策研究大学院大学
• 芝浦工業大学
• 東海大学
• 東京工業大学
• 豊橋技術科学大学
• 東京大学
• 早稲田大学

ラオス国立大学

バンドン工科大学
ガジャマダ大学

ブルネイ大学
ブルネイ工科大学

ASEAN各国の

工学系トップ大学

若手教員の育成
・910名が博士・修士号取得
（アセアン域内メンバー大学工学部教員の20%）

 

*シンガポール、ブルネイを除く

アセアン域内での高等教育ネットワーク強化
・従来、アセアン域内の教育・研究連携は希薄

↓
・アセアン域内、アセアン-日本との共同研究推進
（約700件の共同研究、1,000件超の論文、1,300名の教員相互派遣）

・学会の開催（約70回、参加者約7,000名）
約3割の参加者は産業界・他大学へと拡大・多様化。

アセアン域内の大学院プログラム強化
・中核大学の大学院プログラムの国際化、活性化、質の向上

SEED-Netの成果

ネットワークを通じたアセアン域内の
中核大学の強化と工学系人材育成

SEED-Netの目的

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●フェーズ1～フェーズ2終了までの、共同研究数と論文数の見込み

＜共同研究数＞⇒フェーズ１の実績；168件+124件（2008）+115件（2009）*120件*3年（残り期間）　＝767件

＜論文数＞

2009年1月時点で924件。一昨年の実績（2008年11月；544件）から380件も1年に増えており、そのまま3倍にすると、2064件になるが

論文数は研究の進捗に左右されるため、1000件超の記載とした。

●フェーズ1～フェーズ2終了までの、分野別セミナー＆地域会議参加者見込み

⇒フェーズ１の実績；1206人+1397人2008）+1737人（2009）+2000人*3年（残り期間）＝10,340人

分野別セミナーは90回（第1フェーズ）、地域会議（第2フェーズ）は70回見込であるが、位置づけが異なるため地域会議のみを掲載。

今後3年間の参加者見込は1,500人×3年で算出。
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- 留学、教員の相互派遣、共同研究の更なる推進
- 単位互換等を通じた質保証への取り組み
- 連合大学院の体制整備（学位付与可能な枠組）

SEED-Netの基盤と日本の科学技術の比較優位を活かした発展

アジアを中心とした頭脳循環の促進と

 研究・人材育成のプラットホーム形成へ

 の貢献

アジア及び地球規模課題解決への貢献

アセアン統合、東アジア共同体への貢献

（今後の方向性案）日本アセアン科学技術連合大学院構想

日本とアセアンの科学技術系大学が共同で
人材育成・研究を行い、地域の科学技術の進展に寄与

トップ大学の

 
分野別コン

 
ソーシアム

日本のリーダーシップの下、科学技術分野の域内研究圏の創設
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